
九
星
と
易
断
に
よ
る

十
月
・
十
一
月
の
運

勢
気
学
で
は
戌
の
三
碧

十
月
八
日
（
寒
露
）
節
入

気
学
で
は
亥
の
二
黒

十
一
月
七
日
（
立
冬
）
節
入

新
聞
雑
感

わ
が
国
の
政
治
は
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長

年
の
間
一
党
支
配
で
主
導
し

た
自
民
党
は
、
政
治
と
裏
金

問
題
で
国
民
か
ら
愛
想
づ
か

し
さ
れ
、
ず
る
ず
る
と
凋
落
。

石
破
首
相
は
昨
年
の
衆
議

院
・
都
議
会
、
今
年
の
参
議

院
選
挙
と
三
連
敗
。
責
任
を

取
り
一
年
で
退
任
し
た
の
は

心
中
無
念
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

十
月
四
日
の
総
裁
選
の
総

裁
選
に
五
名
の
立
候
補
者
の

壮
絶
な
闘
い
に
な
り
ま
し
た
。

易
に
お
い
て
立
筮
し
て
い

ま
す
が
混
戦
模
様
で
す
。

得
卦
の
解
説
に
つ
い
て
は

後
日
に
研
究
課
題
と
い
た
し

ま
す
。

さ
て
古
い
話
で
す
が
、
今

か
ら
四
十
年
位
前
に
、
当
時

も
自
民
党
派
閥
の
会
に
参
加

し
た
の
は
関
係
者
で
あ
る
知

人
が
、
総
裁
に
な
る
か
ど
う

か
観
相
で
見
て
く
れ
と
い
う

の
で
決
起
大
会
に
臨
み
、
真

剣
さ
と
好
奇
さ
を
交
え
て
拝

見
し
た
覚
え
が
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

閑
話
休
題

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

兌
為
沢
六
三

十
一
月
筮―

風
水
渙
上
九

十
月
は
自
重
運
。
無
理
押

し
せ
ず
、
何
事
に
も
安
全
策
。

仕
事
多
忙
。
堅
実
に
処
理
し

て
ミ
ス
を
防
ぐ
。
家
計
細
か

く
財
布
は
安
全
。
旧
友
と
の

再
会
。
足
腰
鍛
え
転
ば
ぬ
事
。

十
一
月
は
様
子
を
見
て
か

ら
動
く
。
気
が
回
り
す
ぎ
て

損
を
す
る
。
仕
事
は
継
続
し

て
助
け
ら
れ
る
。
金
運
は
弱

い
の
で
自
制
。
体
調
は
良
好
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―
風
天
小
畜
初
九

十
一
月
筮―
地
風
升
九
二

十
月
は
用
事
多
く
骨
を
折

る
。
口
ウ
ル
サ
イ
問
題
を
速

く
処
理
。
過
去
の
古
傷
が
表

に
出
や
す
い
。
仕
事
は
協
力

型
で
い
き
、
家
庭
で
も
独
断

避
け
る
。
金
銭
損
失
に
用
心
。

十
一
月
は
雑
務
が
重
な
り

嫌
気
が
出
る
が
、
家
庭
に
幸

便
あ
り
嬉
し
い
。
仕
事
は
人

手
不
足
で
頑
張
り
が
必
要
。

投
資
は
用
心
。
体
調
は
伸
び

伸
び
と
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

雷
山
小
過
六
二

十
一
月
筮―

天
水
訟
六
三

十
月
は
中
宮
に
入
り
何
か

と
多
事
多
用
で
気
が
重
く
な

る
。
交
際
面
は
慎
重
に
交
わ

り
、
仕
事
は
不
明
瞭
な
点
が

響
く
。
親
子
の
会
話
に
味
が

出
る
。
風
邪
と
出
費
に
用
心
。

十
一
月
は
意
欲
的
に
進
む
。

調
子
は
良
い
が
厄
介
な
問
題

は
深
入
り
避
け
る
。
不
満
は

水
に
流
し
て
み
る
。
蓄
財
は

吉
。
疲
労
と
脊
柱
管
に
注
意
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

水
風
井
初
六

十
一
月
筮―

山
風
蠱
上
九

十
月
は
多
忙
に
追
わ
れ
る

が
収
穫
も
あ
る
。
仕
事
は
先

が
長
く
階
段
を
上
る
が
如
し

で
ゆ
っ
く
り
と
。
金
運
は
誤

解
が
生
じ
や
す
い
。
買
い
物

は
要
再
確
認
。
健
康
は
穏
や

か
に
維
持
。

十
一
月
は
一
息
つ
い
て
安

ら
ぐ
。
積
み
残
し
の
仕
事
は

山
を
越
し
て
い
る
。
予
定
は

延
び
て
責
任
の
手
が
緩
む
。

金
運
は
平
凡
。
体
調
安
泰
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

地
水
師
六
四

十
一
月
筮―

艮
為
山
六
五

十
月
は
久
し
ぶ
り
時
間
の

余
裕
を
つ
く
る
。
頭
脳
ス
ッ

キ
リ
で
趣
味
を
楽
し
む
。
仕

事
や
家
事
は
順
調
。
気
に
な

る
こ
と
二
件
あ
り
。
健
全
な

財
布
と
健
康
に
養
生
す
る
。

十
一
月
は
わ
が
道
を
行
く
。

岐
路
に
立
つ
が
信
念
を
貫
く
。

仕
事
は
仕
上
が
り
好
調
。
貯

蓄
を
図
る
。
不
動
産
問
題
は

着
実
に
進
め
て
良
い
。
体
調

は
疲
れ
が
残
り
や
す
い
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

水
雷
屯
六
三

十
一
月
筮―

地
雷
復
六
二

十
月
は
活
気
が
出
て
一
気

に
進
め
た
い
。
仕
事
は
目
標

を
定
め
る
。
公
私
は
改
善
す

る
よ
り
従
来
型
が
吉
。
親
戚

知
人
の
交
わ
り
厚
い
。
金
運

自
重
。
慢
性
型
症
状
に
対
処
。

十
一
月
の
見
通
し
は
明
る

い
。
予
定
プ
ラ
ン
の
実
施
と

復
調
の
兆
し
に
精
一
杯
進
め

る
。
お
金
は
出
る
が
意
義
が

あ
る
。
健
康
回
復
の
と
き
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

離
為
火
九
四

十
一
月
筮―

雷
地
予
六
二

十
月
は
忙
し
く
充
実
感
が

濃
い
。
諸
事
安
心
し
て
着
手
。

仕
事
上
の
懸
念
は
解
消
す
る

の
で
休
心
。
家
庭
に
お
け
る

改
革
案
は
賛
成
。
金
銭
の
出

入
り
在
り
。
体
調
は
保
持
。

十
一
月
は
慎
重
運
。
い
つ

も
の
よ
う
に
振
る
舞
う
。
仕

事
は
種
を
蒔
け
ば
芽
を
生
ず

る
。
公
私
共
に
二
兎
追
わ
な

い
。
浪
費
せ
ず
体
調
を
守
る
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

雷
天
大
壮
九
二

十
一
月
筮―

風
沢
中
孚
上
九

十
月
は
先
を
急
が
ず
ゆ
っ

く
り
待
つ
。
日
頃
の
生
活
を

守
る
。
親
子
の
情
は
深
く
温

か
い
。
仕
事
は
長
引
く
が
篤

実
に
進
め
る
。
財
布
は
手
元

に
置
く
。
体
調
は
安
心
。

十
一
月
は
慎
重
運
。
出
る

杭
は
打
た
れ
る
。
仕
事
は
変

わ
ら
ず
に
恒
産
。
家
庭
は
課

題
が
多
く
骨
を
折
る
。
宝
く

じ
運
良
い
。
目
と
歯
に
用
心
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

沢
火
革
上
六

十
一
月
筮―

火
雷
噬
嗑
六
五

十
月
は
ま
だ
停
滞
気
味
。

そ
ろ
そ
ろ
霧
が
晴
れ
る
と
き

で
活
気
が
出
る
。
仕
事
は
真

面
目
さ
と
誠
意
が
買
わ
れ
る
。

同
志
と
集
ま
り
歓
談
。
金
運

迷
い
あ
り
。
体
調
は
疲
労
気

味
。十

一
月
は
積
極
姿
勢
で
一

歩
進
め
る
。
胸
に
あ
る
考
え

を
出
し
、
仕
事
の
成
就
で
喜

び
。
家
族
は
親
愛
の
情
と
財

産
の
話
題
。
体
調
は
安
全
。

福
田
有
宵
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安
齋
美
佐

先
生

令
和
七
年
七
月
二
十
六
日

（
土
）
、
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
第
二
洋
室
に
於
て
、
第

十
六
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳
易
館
・

有
宵
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
佐
藤
宗
昡
先
生
に

よ
る
司
会
進
行
の
も
と
、
次

の
先
生
方
に
よ
る
各
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
二
〇
二
四
年
度
活
動
経
過

報
告
」
今
中
麻
祐
子
先
生

「
二
〇
二
四
年
度
会
計
報
告
」

八
川
林
加
先
生

「
二
〇
二
四
年
度
会
計
監
査

報
告
」
今
中
正
美
先
生

「
二
〇
二
五
年
度
活
動
計
画

案
」
岩
崎
杏
泉
先
生

「
二
〇
二
五
年
度
予
算
案
」

八
川
林
加
先
生

二
〇
二
五
年
度
の
活
動
計

画
案
で
は
、
有
宵
会
創
立
三

十
周
年
記
念
式
典
の
開
催
時

期
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
計
予
算
案
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
改
訂
予
算
や
事
務

局
運
営
費
の
増
額
案
が
主
な

議
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
有
宵
会
理
事
の
人
事
案

で
は
、
副
理
事
長
を
二
名
体

制
に
変
更
し
、
佐
藤
宗
昡
先

生
と
共
に
、
八
川
林
加
先
生

が
事
務
局
長
を
兼
務
す
る
か

た
ち
で
副
理
事
長
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
決
議
の
結
果
、

各
議
題
お
よ
び
人
事
案
は
総

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
有
宵
会
で
の
各
業
務
分

担
に
つ
い
て
は
、
総
会
後
に

別
途
会
議
体
等
で
検
討
さ
れ

る
予
定
で
す
。

総

会

後

は

、

通

常

の

例

会

が

行
わ
れ
、

三

人

の

先

生

に

ご

講

演

を

い

た

だ

き

ま

し
た
。

「

周

易

に
よ
る
観
卦
法
に
つ
い
て
」

今
平
乾
象
先
生

「
三
月
度
江
東
区
・
松
戸
市
・

足
立
区
の
各
鑑
定
会
に
お
け

る
分
析
結
果
報
告
」
八
川
林

加
先
生

「
最
近
の
政
治
家
の
人
相
に

つ
い
て
」
福
田
有
宵
先
生

＊
な
お
、
福
田
有
宵
先
生
に

よ
る
人
相
の
ご
講
演
は
、
次

回
以
降
も
継
続
予
定
で
す
。

「
周
易
に
よ
る
観

卦
法
に
つ
い
て
」

今
平
乾
象
先
生

私
は
福
田
有
宵
先
生
の
下

で
、
二
十
年
近
く
易
を
勉
強

し
て
き
た
人
間
で
す
。
た
だ
、

や
は
り
二
十
年
と
い
う
の
は

長
過
ぎ
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
三
年

位
で
自
分
で
易
を
立
て
て
、

解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
私
の
意
気
込
み
で
あ
り

ま
す
。

易
は
本
当
に
深
い
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
足
り
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
毎
日

一
つ
の
こ
と
の
易
を
自
分
で

立
て
て
み
る
。
そ
れ
を
記
録

に
残
し
、
そ
し
て
フ
ォ
ロ
ー

す
る
。
そ
れ
が
易
の
勉
強
を

進
歩
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
う
の
で
、
是
非
実
行
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
観
卦
法
〈
雑
卦
伝
〉

乾
為
天
と
坤
為
地
、
地
天

泰
と
天
地
否
、
沢
雷
随
と
山

風
蠱
、
山
雷
頤
と
沢
風
大
過

な
ど
八
組
セ
ッ
ト
（
十
六
卦
）

は
、
陰
卦
と
陽
卦
が
反
対
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
形
も
反
対
。
形
が
反

対
と
い
う
こ
と
は
、
含
ま
れ

る
意
味
合
い
も
反
対
で
あ
る
。

そ
の
他
、
陰
卦
と
陽
卦
が
反

対
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

例
え
ば
水
雷
屯
と
山
水
蒙
を

見
て
み
ま
す
。
水
雷
屯
の
方

は
、
上
に
水
（
坎
）
が
あ
っ

て
下
に
雷
（
震
）
。
こ
れ
を

ひ
っ
く
り
返
す
と
、
水
（
坎
）

が
下
に
来
て
、
山
（
艮
）
が

上
に
く
る
山
水
蒙
に
な
る
。

こ
れ
は
相
手
側
か
ら
見
た

時
に
ど
う
見
え
て
い
る
か
、

と
い
う
見
方
が
で
き
ま
す
。

綜
卦
・
賓
卦
法
と
言
い
ま
す
。

易
を
勉
強
す
る
上
で
、
す
ご

く
役
に
立
つ
使
い
方
で
す
。

●
ト
ラ
ン
プ
関
税
に

つ
い
て

四
月
十
九
日
の
教
室
で
、

福
田
先
生
が
実
占
を
さ
れ
ま

し
た
。
占
的
は
、
二
十
五
％

の
追
加
関
税
を
日
本
に
求
め

る
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
一
方
的
な
通
知
に
対
す
る

成
り
行
き
。
得
卦
は
天
風
姤

の
上
爻
。
易
は
何
を
言
っ
て

い
た
か
？

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
に
対
し
て

卦
を
立
て
た
の
に
「
姤
」
。

姤
は
女
王
で
あ
り
、
王
様
で

は
な
い
。
姤
と
い
う
卦
は
、

私
自
身
は
良
い
卦
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
良
い
面
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
非

常
に
厳
し
い
卦
で
あ
る
と
。

し
か
も
上
爻
な
の
で
、
之

卦
は
沢
風
大
過
。
軽
い
初
爻

と
上
爻
が
中
の
重
い
モ
ノ
を

支
え
て
い
る
形
。
「
棟
木
た

わ
む
」
と
い
う
卦
で
す
。
よ

く
見
る
と
「
坎
」
に
見
え
る
。

似
卦
で
す
。
坎
と
い
う
の
は

易
で
い
う
と
厳
し
い
卦
で
す

よ
ね
。
で
す
か
ら
大
変
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
。

そ
の
通
り
、
日
本
は
今
、

大
変
な
ん
で
す
。
自
動
車
も

薬
の
業
界
も
厳
し
い
。
円
高

円
安
で
見
る
経
済
学
者
も
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

真
剣
に
見
て
い
か
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
な
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。

福
田
先
生
の
得
卦
が
頭
に

あ
る
中
、
七
月
一
日
の
私
の

錦
糸
町
教
室
で
の
「
易
占
講

義
」
で
ト
ラ
ン
プ
関
税
を
取

り
上
げ
、
七
月
九
日
を
期
限

と
す
る
と
い
う
無
茶
ぶ
り
に

対
し
て
、
期
限
内
で
合
意
で

き
る
の
か
を
占
い
ま
し
た
。

得
卦
は
艮
為
山
の
五
爻
。

「
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
ご
と

し
」
で
、
い
く
ら
努
力
し
て

も
合
意
に
至
ら
な
い
。

之
卦
は
風
山
漸
で
三
大
吉
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卦
の
一
つ
。
日
本
を
内
卦
、

ア
メ
リ
カ
を
外
卦
と
見
て
、

山
（
艮
）
が
風
（
巽
）
に
変

わ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
も
、

あ
る
程
度
合
意
が
で
き
る
変

化
が
期
待
で
き
る
。
お
か
げ

さ
ま
で
十
五
％
ま
で
落
ち
、

周
り
は
「
良
か
っ
た
、
良
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
私

は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
い
う
協
定
を
結

ん
だ
か
ま
だ
全
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
様
子
を
見
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
は
福
田
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
天
風
姤
が
沢

風
大
過
に
な
っ
た
こ
と
。
天

風
姤
の
二
爻
が
陰
爻
に
な
り
、

三
爻
が
陰
爻
に
な
り
、
最
終

的
に
は
陰
爻
だ
け
に
な
る
。

こ
う
い
う
流
れ
は
決
し
て
良

く
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い

う
流
れ
の
中
で
私
の
出
し
た

も
の
、
艮
為
山
が
風
山
漸
に

変
爻
し
た
。
私
は
喜
び
ま
し

た
。
こ
れ
が
易
の
楽
し
さ
だ

と
思
い
ま
す
。

●
実
占
講
座
よ
り

〈
風
火
家
人
と
火
沢

睽
〉

風
火
家
人
は
下
に
火
（
離
）

が
あ
り
、
上
に
風
（
巽
）
。

火
沢
睽
は
上
に
火
（
離
）
が

あ
り
、
下
に
沢
（
兌
）
が
あ

る
。
易
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

状
態
。
非
常
に
似
通
っ
て
い

る
が
、
全
く
違
う
。
家
人
は

「
家
族
、
火
を
守
る
女
、
良

妻
賢
母
、
家
内
安
全
、
家
庭

の
人
」
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
内
向
き
。

対
し
て
、
火
沢
睽
の
方
は

「
背
く
、
反
目
す
る
、
仲
違

い
を
す
る
」
と
、
卦
は
上
下

が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
だ

け
で
意
味
合
い
は
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
く
る
。

易
と
い
う
の
は
形
が
ひ
っ

く
り
返
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意

味
を
い
か
に
読
み
込
む
か
、

解
釈
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

そ
の
時
そ
の
時
で
ど
う
読
む

か
。風

火
家
人
は
、
上
に
巽
の

長
女
、
下
に
離
の
中
女
が
あ

り
、
わ
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
効
く
。
と
こ
ろ
が
、
火
沢

睽
の
場
合
は
、
離
の
中
女
が

上
に
い
て
、
兌
の
少
女
が
下

に
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。

上
の
言
う
こ
と
に
、
下
が
従

わ
な
い
感
じ
で
す
。
そ
れ
を

う
ま
く
表
し
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
運
勢
、

愛
情
・
結
婚
、
交
渉
事
な
ど
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

の
が
火
沢
睽
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。風

火
家
人
の
方
は
、
上
に

長
女
で
す
か
ら
、
権
限
で
モ

ノ
を
言
い
、
中
女
は
従
っ
て

し
ま
う
の
で
、
家
の
中
が
な

ん
と
な
く
ま
と
ま
る
と
い
う

卦
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を

頭
に
入
れ
て
お
く
の
は
大
事

で
す
ね
。

「
三
月
度
江
東
区
・

松
戸
市
・
足
立
区

の
各
鑑
定
会
に
お

け
る
分
析
結
果
報

告
」

八
川
林
加
先
生

三
月
に
、
江
東
区
、
足
立

区
、
松
戸
市
の
三
鑑
定
会
が

あ
り
ま
し
た
。

鑑
定
会
に
参
加
さ
れ
る
先

生
方
に
は
、
い
つ
も
、
ど
う

い
う
お
問
い
合
わ
せ
、
ど
う

い
う
年
代
の
方
が
来
て
い
る

の
か
、
件
数
表
と
い
う
の
を

つ
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
三
月
の
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
に
参
考
に
な
る
デ
ー

タ
が
取
れ
て
い
る
の
で
発
表

い
た
し
ま
す
。
今
、
ど
う
い

う
お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、

ど
う
い
う
対
策
が
必
要
な
の

か
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
鑑
定
件
数
と
来
場

者
年
代
別
件
数

〈
江
東
区
西
大
島

総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
鑑
定
会

「
ら
・
館
ま
つ
り
２
０
２

５
」
〉

来
場
者
百
八
名
、
鑑
定
士

八
名
で
一
時
間
の
平
均
鑑
定

人
数
２
．
８
人
、
一
人
当
た

り
の
平
均
鑑
定
時
間
約
２
２
．

３
分
。
三
十
～
四
十
代
の
親

と
子
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
六

十
代
以
上
の
相
談
者
が
メ
イ

ン
。

〈
松
戸
市

中
央
公
園
鑑

定
会
「
こ
ど
も
は
み
ら
い
、

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２

５
」
〉

来
場
者
一
四
六
名
、
鑑
定

士
七
名
で
一
時
間
の
平
均
鑑

定
人
数
４
．
２
人
、
一
人
当

た
り
の
平
均
鑑
定
時
間
約
１

５
．
５
分
。
お
子
様
対
象
の

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、
三
十
～

四
十
代
の
親
と
子
の
相
談
者

が
メ
イ
ン
。
相
談
者
と
の
関

係
構
築
の
時
間
が
は
や
い
と

思
わ
れ
る
。

〈
「
足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
ま
つ
り
」
内
、
無
料
占

い
コ
ー
ナ
ー
〉

来
場
者
一
三
五
名
、
鑑
定

士
八
名
で
一
時
間
の
平
均
鑑

定
人
数
３
．
６
人
、
一
人
当

た
り
の
平
均
鑑
定
時
間
約
１

９
．
２
分
。
近
年
、
会
館
の

イ
ベ
ン
ト
の
若
年
層
化
で
お

子
様
か
ら
大
学
生
世
代
の
相

談
者
が
増
加
。

●
お
客
様
か
ら
の
ご

相
談
状
況

〈
江
東
区
〉

運
勢
、
仕
事
（
適
職
、
転

職
）
が
多
く
、
基
本
的
な
健

康
運
も
。

〈
松
戸
〉

運

勢
、

仕

事

運

（
親

）
、

お
子

様
に

向
い

て
い

る
仕

事
、

家

庭

運

（
親

子
関

係
、

子
供

の
問
題
）

〈
足
立
区
〉

運

勢
か

ら
入

り
、

次
の

話
題

と
し

て
健

康
運

、
仕

事
運

●
命
卜
相
の
占
法
活

用
割
合

三
鑑
定
会
と
も
に
、
命
術

で
の
割
合
が
多
い
傾
向
に
は

あ
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生

で
は
三
術
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
が
う
か
が
え
る
。
バ
ラ
ン

ス
よ
く
占
法
を
使
う
こ
と
で
、

お
客
様
の
満
足
感
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に

足
立
区
で
は
「
手
相
で
見
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
多

く
、
対
策
が
必
要
。
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「
最
近
の
政
治
家

の
人
相
に
つ
い
て
」

福
田
有
宵
先
生

人
相
を
観
る
場
合
、
順
序

と
し
て
三
種
類
の
三
形
質
、

そ
の
次
に
三
停
を
見
ま
す
。

「
上
停
・
中
停
・
下
停
」
と

い
う
ふ
う
に
、
上
か
ら
下
ま

で
を
三
つ
に
分
け
ま
す
。

易
の
方
で
は
三
才
と
言
い

ま
す
ね
。
天
・
人
・
地
と
い

う
の
が
顔
の
中
に
あ
る
。
お

で
こ
が
天
、
鼻
が
人
、
口
や

顎
が
地
に
な
る
。
そ
の
次
に

十
二
宮
と
い
う
十
二
種
類
の

部
分
に
分
け
て
い
き
ま
す
。

こ
う
覚
え
る
の
が
上
手
な
覚

え
方
で
す
。

そ
の
次
に
五
官
で
す
。
政

治
家
は
「
俺
が
上
だ
よ
。
皆

さ
ん
、
私
に
つ
い
て
来
い
」

と
い
う
顔
を
し
て
い
る
。
五

官
と
い
う
の
は
、
眉
、
目
、

鼻
、
口
、
耳
と
い
う
一
番
大

事
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
五

官
は
環
境
整
備
、
状
況
判
断

の
時
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

権
威
を
表
す
の
は
「
法
令
」
。

こ
れ
は
職
業
、
そ
し
て
ま
た

長
生
き
で
あ
る
か
ど
う
か
。

短
命
で
は
こ
の
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
権
門
に
入
る
と
い

う
の
は
、
法
令
か
ら
入
る
。

天
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
、

親
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
、

家
の
門
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
は
家
門
と
言
っ
て
、
三
停

の
中
の
上
停
な
ん
で
す
。
こ

れ
は
、
二
世
、
二
代
目
な
ど

は
上
停
が
非
常
に
秀
で
て
い

る
。
親
か
ら
与
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
た
た
き
あ
げ
の
タ

イ
プ
、
こ
れ
は
人
門
と
い
い

ま
し
て
、
眉
か
ら
準
頭
（
鼻

の
頭
）
ま
で
。
ち
ょ
う
ど
中

間
の
と
こ
ろ
が
皆
さ
ん
自
身

の
顔
な
ん
で
す
。

顔
は
中
停
に
あ
り
。
そ
の

人
の
自
力
、
実
力
を
上
げ
、

能
力
を
生
か
す
。
自
分
な
ん

で
す
。
親
で
は
な
い
。
親
か

ら
素
質
は
与
え
ら
れ
る
。
教

育
の
資
金
は
与
え
ら
れ
る
け

ど
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
相
で
最
も
大
事

な
の
が
、
中
停
。
そ
れ
か
ら

次
が
下
停
。
残
り
の
人
生
を

通
す
コ
ツ
は
上
停
で
は
な
い
。

下
停
に
あ
る
。
鼻
の
頭
か
ら

顎
の
先
ま
で
見
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

皆
さ
ん
、
一
番
気
に
な
る

の
は
石
破
総
理
の
目
で
し
ょ
？

こ
れ
は
下
三
白
眼
と
い
い

ま
す
。
権
力
が
あ
り
、
自
信

が
あ
る
と
い
う
の
は
目
に
表

れ
る
。
最
近
の
総
理
の
目
は

白
濁
し
て
い
る
。
五
十
代
頃

の
目
は
下
三
白
で
は
な
か
っ

た
。
現
在
そ
う
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
自
民
党
の
総
裁

選
に
五
選
で
あ
り
、
そ
の
時

の
も
の
が
表
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
下
三
白
の
人
は
野

心
、
野
望
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
言
葉
を
変
え
る
と
理
想

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
私

の
理
想
は
こ
う
あ
り
た
い
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
」

と
。下

三
白
眼
と
い
う
の
は
、

中
間
に
あ
る
瞳
が
上
に
上
が

る
か
ら
、
天
の
方
を
見
て
い

る
。
天
か
中
か
下
か
、
瞳
の

位
置
で
見
る
わ
け
な
ん
で
す
。

下
三
白
眼
の
人
は
努
力
家
で

す
。
自
分
の
目
を
上
に
上
げ

よ
う
と
す
る
と
下
三
白
眼
に

な
る
。
瞳
の
位
置
が
動
く
。

そ
れ
が
現
在
、
固
定
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
信

念
、
執
念
、
そ
う
い
っ
た
も

の
が
表
れ
て
い
る
わ
け
。
政

治
家
生
命
を
か
け
て
い
る
。

他
の
タ
イ
プ
よ
り
、
生
命
を

か
け
て
い
る
。
自
分
に
問
い

か
け
る
。
「
俺
は
ど
こ
ま
で

や
る
ん
だ
？
」
と
。
命
を
縮

め
て
い
い
と
思
う
な
ら
、
こ

う
い
う
三
白
眼
に
な
る
。

上
三
白
眼
と
い
う
の
は
、

上
が
白
目
に
な
る
。
こ
れ
は

地
の
方
に
向
か
う
。
と
い
う

こ
と
は
、
お
金
、
物
資
、
生

活
へ
と
人
生
の
生
き
様
が
違
っ

て
く
る
。
目
の
位
置
に
よ
っ

て
で
す
ね
。

三
形
質
と
い
う
の
は
、
三

角
型
、
丸
顔
、
四
角
と
あ
り

ま
す
が
、
成
功
す
る
の
は
四

角
型
。
年
を
と
っ
て
太
る
。

そ
れ
が
栄
養
質
型
に
な
る
の

が
こ
の
タ
イ
プ
。
高
齢
に
な
っ

て
で
っ
ぷ
り
す
る
と
い
う
の

が
勢
い
を
増
し
成
功
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、

四
角
型
の
タ
イ
プ
は
頑
張
る

ん
で
す
。
信
念
が
あ
る
。
意

志
が
あ
る
。

石
破
さ
ん
の
瞳
、
左
は
正

面
、
右
は
ズ
レ
て
い
る
。
男

性
の
左
側
は
、
公
、
仕
事
、

地
位
。
眉
の
高
さ
も
左
の
方

が
高
い
。
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。
目
も
そ
う
で
左
の
方
が

が
大
き
い
。
年
齢
が
い
つ
頃

か
ら
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
か
調
べ
る
必
要
が
あ
る

が
、
現
在
の
状
態
か
ら
み
ま

す
と
、
理
想
や
自
分
の
生
き

様
の
中
で
「
俺
が
一
生
か
け

て
こ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
い

う
答
え
を
出
し
た
い
か
ら
、

眉
が
上
が
る
。

額
に
節
条
線
と
い
う
横
じ

わ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
上

中
下
と
あ
っ
て
、
下
の
方
の

地
門
。
人
門
の
中
間
と
地
門

の
一
番
下
。
一
番
下
の
と
こ

ろ
は
、
部
下
、
配
下
が
で
き

る
。
年
を
と
っ
て
か
ら
人
気

が
出
る
の
は
、
お
で
こ
の
中

の
一
番
下
、
眉
の
上
の
辺
り

に
横
線
が
出
て
く
る
。
ま
た
、

努
力
し
ま
す
と
、
人
相
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
（
※
九
月

に
続
き
ま
す
。
）

福
田
先
生
、
今
平
先
生
、

八
川
先
生
、
貴
重
な
お
話
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
に
関
す
る
賛
助
金

を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者

令
和
七
年
八
月
四
日
時
点
の

情
報
を
記
載

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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木
村
眞
理
子

今
中
麻
祐

子
佐
藤
宗
昡

菅
原
有
恒

今
中
正
美

河
野
有
泉

阿
部
治

久
保
田
恵
都
予

吉
本
真

由
美

伊
東
直
子

大
鷲
公
子

美
馬
朋
子

八
川
林
加

匿
名
一
名

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
、

ご
入
金
確
認
と
編
集
タ
イ
ミ

ン
グ
の
関
係
で
会
報
誌
へ
の

掲
載
が
遅
れ
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

◆
「
は
ね
か
め
ま
つ
り

２
０
２
５
」
占
い
コ
ー

ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
七
年

七
月
十
三
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区

亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

・
鑑
定
人
数

一
二
〇
名

・
相
談
件
数

一
三
〇
件

・
出
演
者

七
名

・
種
類

無
料
鑑
定
会

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

慶
峰

卯
月
亨

南
亜
希

野
口
宗
恩

Ｌ
ｉ
ｌ
ａ

大
幹

●
鑑
定
会
報
告

佐
藤
宗
昡

先
生

亀
戸
の
鑑
定
会
で
は
、
初

め
て
満
員
御
礼
と
な
り
ま
し

た
。
出
演
さ
れ
た
先
生
方
は
、

休
む
間
も
な
く
終
了
時
間
の

十
五
時
ま
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
頂

き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
、
亀
戸

文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方

か
ら
も
鑑
定
の
ご
要
望
を
頂

い
て
い
た
の
で
す
が
、
混
雑

状
況
が
長
く
続
い
た
為
、
ご

来
場
さ
れ
た
お
客
様
を
優
先

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
職
員

の
皆
様
に
は
、
次
回
改
め
て

お
時
間
を
と
り
、
ご
案
内
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
順
番
を
お
待
ち
頂

い
て
い
る
お
客
様
に
は
、
お

時
間
の
有
効
活
用
と
し
て
、

佐
藤
宗
昡
に
よ
る
「
ミ
ニ
手

相
教
室
」
を
開
き
、
ご
自
身

が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
不
思
議
を

感
じ
て
頂
い
た
り
、
お
子
様

の
将
来
に
お
け
る
進
路
選
択

の
進
め
方
（
文
系
・
理
系
の

選
択
）
な
ど
を
講
義
し
た
り

と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し

て
鑑
定
会
を
運
営
致
し
ま
し

た
。
ご
来
場
さ
れ
た
お
客
様

か
ら
も
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
！

―
―

―
―

―
―

―
―

◆
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
七
年

八
月
十
七
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区

東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
三

階

第
一
研
修
室

・
鑑
定
人
数

一
三
一
名

・
相
談
件
数

一
七
三
件

・
出
演
者

七
名

・
種
類

無
料
鑑
定
会

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

岩
崎
杏
泉

慶
峰

Ｌ
ｉ
ｌ
ａ

野
口
宗
恩

大
幹

他
、
協
力
者
一
名

●
鑑
定
会
報
告

佐
藤
宗
昡

先
生

午
前
十
時
か
ら
十
五
時
迄
、

昼
休
み
が
取
れ
な
い
事
に
な

る
ほ
ど
行
列
が
出
来
て
し
ま

い
、
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
方
は
大
喜
び
で
し

た
が
・
・
・
。
鑑
定
会
に
出

演
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

に
は
昼
休
み
を
返
上
し
て
鑑

定
を
続
け
て
頂
き
ご
迷
惑
を

お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
盛
況
で
、
ご
相
談
者
の
皆

様
に
も
ご
満
足
を
頂
け
た
よ

う
で
す
。
江
東
区
の
ご
担
当

者
か
ら
の
ご
報
告
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
も
好
評
で
あ
っ
た
と
、
感

謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

＊
令
和
七
年
九
月
十
五
日
現

在◇
「
三
鷹
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
内
、
占
い

コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

九
月
二
十
一
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時
半

・
場
所
／
井
の
頭
恩
賜
公

園

西
園
競
技
場
、
文

化
交
流

広
場
及
び
野

球
場
周
辺

（
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
・
吉
祥
寺

駅
か
ら
徒
歩
十
五
分

路
線
バ
ス
あ
り
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
藤

宗
昡
先
生
お
よ
び
、
有
宵
会

事
務
局
受
付
ま
で
。

＊
鑑
定
会
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
随
時
更
新
さ
れ
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
新
規
入
会
者
ご
紹
介

新
た
に
、
次
の
二
名
の
方

が
有
宵
会
に
ご
入
会
を
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
入
会

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

木
村
凌

大
幹

き
む
ら
り
ょ
う

ひ

ろ

き

―
―

―
―

―
―

―
―

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◆
会
員
活
動
紹
介
◆

福
田
有
宵

有
宵
会
の
顧
問
で
も
あ
る

菅
原
有
恒
先
生
が
、
第
四
十

二
回
産
経
国
際
書
会
展
に
お

い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
度
は
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

第
四
十
二
回
産
経
国
際

書
会
展

モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館
賞

を
受
賞
！

清
真
会
理
事
長

菅
原
有
恒

先
生

今
回
の
作
品
は
、
『
扶
桑

百
花
選
漢
詩
集
』
の
掉
尾
を

飾
っ
て
い
る
八
千
代
市
を
詠
っ

た
「
八
千
代
賛
歌
」
（
七
言
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律
詩
）
を
三
六
紙
横
九
行
に
、

行
草
で
揮
毫
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
作
品
に
つ
い
て
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
自

詠
自
書
の
良
さ
を
観
覧
者
の

皆
様
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

―
―

―
―

―
―

―

◆
次
回
の
例
会
情
報
◆

・
日
程
／
令
和
七
年

十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時

・
会
場
／

北
千
住
マ
ル
イ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
一
〇
一
〇
（
シ
ア

タ
ー
セ
ン
ジ
ュ
）
一
〇
階

講
義
室

＊
定
員

五
十
名
ま
で

＊
北
千
住
の
会
場
は
、
大
人

数
で
ロ
ビ
ー
に
待
機
す
る
こ

と
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
開
催
時
間
の
直
前
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

＊
例
会
後
は
、
北
千
住
界
隈

の
お
店
で
懇
親
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
は
、
例
会
会
場
の

受
付
で
お
申
し
込
み
を
承
り

ま
す
。

例
会
会
場
に
お
越
し
に
な

ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
受

付
席
の
久
保
田
恵
都
予
先
生

に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
懇
親
会
の
お
申
し
込
み
は
、

例
会
終
了
時
点
で
は
お
席
の

ご
用
意
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

必
ず
、
例
会
が
始
ま
る
前
に

お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
有
宵
会
で
は
、
占
術
の
勉

強
会
や
無
料
鑑
定
会
開
催
の

他
に
、
講
師
の
育
成
に
つ
い

て
も
活
動
の
重
点
項
目
と
し

て
お
り
ま
す
。
例
会
で
は
、

会
員
に
よ
る
講
義
お
よ
び
占

例
の
発
表
が
定
例
で
予
定
さ

れ
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
の
更
新
情

報
は
、
有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

《
再
掲
》
【
要
必
読
】
会

員
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

◆
年
会
費
／
八
千
円

◆
年
会
費
納
入
期
限
／
令

和
七
年
十
月
末
日
迄

引
き
続
き
有
宵
会
の
会
員

と
し
て
ご
継
続
を
い
た
だ
け

る
か
た
は
、
七
月
の
総
会
以

降
、
十
月
末
日
ま
で
に
、
年

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

《
再
掲
》

【
七
月
の
総
会
に
ご
欠
席

さ
れ
た
か
た
へ
】

令
和
七
年
六
月
末
日
時
点

で
会
員
と
な
ら
れ
て
い
る
か

た
に
は
、
七
月
の
総
会
後
、

会
報
誌
等
の
他
、
年
会
費
の

お
振
込
み
先
口
座
と
事
務
局

の
連
絡
先
を
記
載
し
た
ビ
ラ

を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

必
ず
ご
確
認
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
会
員
更
新
は
自
由
判
断
と

な
り
ま
す
が
、
退
会
を
ご
予

定
さ
れ
る
か
た
は
、
予
め
理

事
長
の
福
田
有
宵
先
生
長
に

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

＊
事
務
処
理
の
関
係
で
、
十

月
末
日
迄
に
会
費
の
納
入
が

な
く
、
ま
た
ご
継
続
の
ご
意

思
等
の
確
認
も
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
会
報
誌
等
の
送

付
を
お
止
め
い
た
し
ま
す
。

＊
退
会
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

岳
易
館
・
有
宵
会
の
肩
書
を

使
用
し
た
諸
活
動
を
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
す
（
福
田
有
宵

先
生
の
特
別
な
ご
許
可
が
あ

る
場
合
を
除
く
）
。

＊
新
規
・
再
入
会
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
随
時
、
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

《
再
掲
》

【
登
録
内
容
に
ご
変
更
が

あ
る
方
へ
】

有
宵
会
に
登
録
し
て
い
る
ご

氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
占
名

（
新
規
設
定
を
含
む
）
・
ご

住
所
・
電
話
番
号
（
携
帯
電

話
番
号
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
含
む
）
に
ご
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
「
登
録
内
容
変

更
申
請
書
」
に
変
更
理
由
を

ご
記
入
の
う
え
、
必
ず
ご
本

人
か
ら
有
宵
会
事
務
局
宛
て

に
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
登
録
情
報
の
変
更
は
、
基

本
的
に
ご
本
人
か
ら
の
申
請

で
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
か
ら
の
ご
依
頼
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
た

め
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
電
話
の
み

の
ご
連
絡
も
同
様
の
理
由
か

ら
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

＊
総
会
お
よ
び
例
会
に
ご
欠

席
さ
れ
た
か
た
で
ご
変
更
項

目
が
あ
る
か
た
は
、
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

「
変
更
申
請
書
」
を
別
途
、

後
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
な
ご
事
情
が
あ
る
か

た
は
、
個
々
に
ご
相
談
・
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
事
務
局
受
付
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
七
年
七
月
総
会
参

加
者七

月
度
の
例
会
は
、
四
十

九
名
の
方
が
会
場
で
ご
参
加

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

の
終
了
後
は
、
有
志
の
二
十

一
名
が
懇
親
会
に
ご
参
加
を

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

多
く
の
か
た
に
会
場
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

副
理
事
長

八
川
林
加
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